
第４期基本計画におけるナノテクノロジー・第４期基本計画におけるナノテクノ ジ
材料科学技術の方向性・推進方策について

大阪大学 川合知二大阪大学 川合知二

①第２期 第３期科学技術基本計画において「ナノ①第２期、第３期科学技術基本計画において「ナノ
テクノロジー・材料分野」が重点４分野の１つとして
推進され 現在に至るまでの経緯 現状認識推進され、現在に至るまでの経緯、現状認識

②「ナノテクノロジ 材料分野」を取り巻く状況の変②「ナノテクノロジー・材料分野」を取り巻く状況の変
化等を踏まえ、問題点、今後の方向性、推進方策



（I）第２期および第３期科学技（ ）第 期お 第 期科学技

術基本計画ナノテク・材料分
野の施策の特徴と経緯



第1期科学技術基本計画の最終局面

科学技術会議のもと科学技術会議のもと
吉川座長









ナノテクノロジー重要研究領域マップ及び課題例
情報通信 分類 環　境 分類 ライフサイエンス

テラビット級超高密度記録デバイス 6 高効率低コスト太陽電池の開発 3 医療・生体関連マイクロ・ナノマシン材料の開発

超高周波電子デバイス 6 二酸化炭素ナノ分離膜の開発 3 生体硬組織再生技術の構築５～１０年後の実

分類 材　料 分類

11 超高密度記録媒体材料の開発 1

11 超平滑表面加工技術開発 3

科学技術会議 資料 2000年

高周波電 酸 炭 分 膜 開発 体硬 織 技 構

超低消費電力集積デバイス 6 ナノ材料によるCO2大幅削減技術開発 7 ナノ材料による高性能医療器具の開発

有機フレキシブル型ディスプレイの開発 6 高電流密度電池の開発 5 インテリジェントナノバイオセンサの開発

高密度光記憶メディア技術開発 2 オゾン層破壊化学反応の制御 9

50 – 35 nm CMOS世代技術の開発 6 ナノ構造制御熱電半導体の開発 1
超高速低消費電力コンピューター・ハイエンド通信情報処理シ
ステムの開発

7 環境調和ナノビームファブリケーションプロセス 2

インテリジェントシステムオンチップ開発 7

少数電子ナノスケ ルデバイス 6 環境物質の微量分析技術 標準物質の開発 11 化学修飾生体分子の設計と自己組織化技術

用化、産業化を目
指す研究開発
（ニーズ対応の研
究開発、産業技術
の基盤技術体系
化の構築）

滑表 技 開発

10 超微細複雑加工技術 2

11 超軽量高強度金属の実現 3

短波長発光素子用材料の開発 1

9 ナノメタル創製プロセス技術 1少数電子ナノスケールデバイス 6 環境物質の微量分析技術・標準物質の開発 11 化学修飾生体分子の設計と自己組織化技術

半導体ナノ表面加工技術開発 2 超化学親和性表面技術 1 タンパク質多次元組織化技術

ナノデバイスインターコネクト技術 2 超潤滑コーティング技術 3 ナノ応用ドラッグデザイン技術

次世代半導体デバイスプロセス技術開発 6 超高活性ナノ高機能触媒技術 1

原子・分子極限操作技術 2

高速情報処理通信用光デバイス開発 6

ナノデバイスの形状計測技術・素子材料評価技術・軽量標準
の開発

11

35 nm世代以降に対応できる新デバイス、新集積化技術の開
発

6

（基盤技術）
9 ナノメタル創製プロセス技術 1

12 ナノ粒子合成機能化技術 1

11 ナノガラスのプロセス技術 3

ナノコーティング技術の開発 3

精密高分子の制御技術 9

ナノ計測技術・計量標準の開発 11

炭素系高機能材料の開発 1

計算機ナノマテリアルデザイン 5
発

人工生体情報材料・デバイス・システムの構築 6 光エネルギー貯蔵型電池の高効率化 3 ＤＮＡ分子デバイス・システム、細胞デバイスの開発

超五感センサ・脳型メモリの開発 6 時限分解性ナノマテリアルの開発 1
生体分子の機能性分子への変換・配向固定化
によるバイオチップ

ナノ構造を用いたオプトエレクトロニクス 6 超高速イオン輸送ナノ材料 1 体内に導入して検査・治療を行うマイクロ・ナノ医療マシン

テラヘルツ光エレクトロニクス 6 環境応答性ナノ機能ソフトマテリアル 1 異物認識排除バイオナノマシン

超高速全光スイッチの開発 6 シリコン先端プロセスを用いたナノ化学工場 2 使い捨てＤＮＡ全解析チップ

量子コンピューター、分子コンピューター、DNAコンピュータ 7 水分子ナノクラスターの化学反応 9 高機能人工骨・筋肉の開発

強電子相関エレクトロニクス 6 粒界ナノ制御型環境センサの開発 3 ピンポイントドラッグデリバリーシステム

１０～２０年先まで
展望した挑戦的な
研究課題

10 フォトニック結晶の応用 1

10 光スイッチングデバイス用材料 1

8 電子波デバイス用材料 1

11 強誘電体分極のナノ反転技術と光機能の開発 3

11 スピンエレクトロニクス用材料の開発 1

5 金属ナノ粒子新機能 2

11 光・粒子線励起による表面近傍構造の制御 2強電子相関エレクトロニクス 6 粒界ナノ制御型環境センサの開発 3 ピンポイントドラッグデリバリ システム

原子・単一分子スケールデバイスの開発 6 超小型多機能積層環境センサの開発 11 ナノ表面医用材料

カーボンナノチューブエレクトロニクス 6 神経・脳とコンピュータ・インターフェース用ナノ・マイクロ電極

近接場光デバイス、フォトンメモリ 6 体内埋込用ナノ・マイクロマシン（人工網膜他）

ナノ構造を用いた量子暗号技術 5 血管内診断ナノマシン

ナノ構造体を用いたＳｉ上完全強誘電体薄膜 6 コンポジット酵素ナノマシン

SFQ（単磁束量子）デバイス 6 細胞? ナノ材料の融合による生体／環境安全評価技術

スピンエレクトロニクス技術 6 ナノラボラトリーオンチップの実現

ナノチップを埋め込んだ学習・進化型人工物の開発 6

11 光・粒子線励起による表面近傍構造の制御 2

11 有機超分子の設計とナノ材料としての組織化 1

8 バイオミネラル型ナノ複合マテリアル 1

8 超高周波素子用材料 1

11 超高性能不揮発メモリー（MRAM､FeRAM）材料の開発 6

10 超高密度論理演算デバイス材料の探索 2

10 自己修復材料・デバイス 12

9 マイクロマシン用ナノ組織制御形状記憶合金薄膜 8

高強度多機能セラミックス系ナノコンポジットの材料開発 1

自己組織化人工物のシステムデザイン 12

ウェアラブルスーパーコンピューター・コミュニケーター 7

ダイレクトマンマシンインターフェース 7

MEMSの実用化研究 8

原子スケール量子操作の開発 6 バイオインスパイアードナノマテリアル 10 マイクロ・ナノマシン用強誘電体材料および微細化

1分子DNA・プロテインデバイスの研究 6 高効率人工光合成超分子系の開発 9 導電及び半導体性ナノワイヤー技術の開拓

非線形ナノ光学 5 ナノ階層秩序構造ソフトマテリアル 1 ナノスケール多機能調和情報材料・デバイスの創製

ナノ ケ 電子位相制御 外場超高速応答ナノ分子シ テム ナノサイズ粒子の自己組織化
個人の独創性を重

5 プログラムに沿った自己組織化材料精密制御法の開発 12

6 量子力学的原子移動のためのシミュレーション技術 2

1 原子クラスターを利用した物質創製技術の研究 2

超硬質ナノ粒子焼結体の開発ナノスケール電子位相制御 5 外場超高速応答ナノ分子システム 7 ナノサイズ粒子の自己組織化

局所状態密度高精度可視化 5 超分子自己組織化によるナノサイズ分子マシンの構築 10 走査プローブ顕微鏡の超高性能化とバイオナノマテリアル応用

自己組織化ナノ薄膜の作成に関する研究 12 １分子観察のための近接場光学顕微鏡技術 4 静穏環境・ナノ計測技術の開発

超微細リソグラフィ技術の開発 2 低速単色量子ビームの開発 4 DNA・タンパク質ナノ構造解析技術

強磁場中マルチプローブ顕微鏡の開発 4
100 nm領域と原子分子領域を橋渡しする加工技術・材料の開
発

2 マルチプローブ・パラレル・プロセッシング

超微細構造解析技術の開発 4 サブナノ領域状態計測 4 有機・無機融合ナノ構造の制御

高度成薄膜技術に関する研究 2 マイクロ・ナノマシン製造用ナノ加工技術 サブナノメ トル電子線微細加工・解析技術の開発

共通基盤技術等

視した萌芽的研究
12 超硬質ナノ粒子焼結体の開発 1

4

4 量子ドット・細線の形状の完全制御 12

4 電子・光・スピンを制御するナノ構造 1

2 時間空間機能材料 1

1 機能材料の三次元微細加工技術 2

2 長時間分子動力学計算のための新アルゴリズムの開発 4高度成薄膜技術に関する研究 2 マイクロ・ナノマシン製造用ナノ加工技術 サブナノメートル電子線微細加工・解析技術の開発

レーザの高性能化（波長域拡大、低閾値、高波長純度、超高
速等）

6 フォトンによるナノ計測加工技術 11 ナノ結晶材料のフェムト秒時間応答計測・評価

ナノ領域での長さ、質量・力、熱・エネルギー、構造・機能等の
計測技術・計量標準の開発

11 ３次元超微細造形技術の開発 2

ナノ構造への単原子ドーピング技術の確立とその応用 5

分類カテゴリー：　１．ナノマテリアル　２．ナノファブリケーション（デバイス）　３．ナノプロセッシング（バルク）　４．ナノキャラクタリゼーション　５．ナノ機能　６．ナノデバイス　

　　　　　　　　　　　７．ナノシステム　８．ナノ機械　９．ナノケミストリー　１０．ナノバイオロジー　１１．ナノ診断、ナノ計測　１２．ナノメカニズム（自己組織化・修復）

2 長時間分子動力学計算のための新アルゴリズムの開発 4

4 多元ナノ物質の設計・制御・解析 1

界面のナノ構造ダイナミックスの観察・制御 4

ＤＮＡからタンパク質発現の分子ネットワークの解析 12
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ライフ
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新科学技術基本計画新科学技術基本計画
２００１年～

四大重点分野四大重点分野

情報ライフ
サイエンス

情報
通信

環境
サイエンス 通信

ナノテクノナノテクノ
ロジージ
・材料



総合科学技術会議



ナノテクノロジー推進体制
－ 分野別、目的別、研究フェーズ別整理 －

環境調和型材料・
情報 通信 計測 健康医療 バイオ科学技術

6／20財務省説明

超感度センサー
素子・システム

新診断・
治療技術の確立

温暖化を防止し

高効率の
化学反応制御

生体に適合した
材料・システム

省資源循環型
社会技術高速大容量通信

環境調和型材料
エネルギー技術

情報・通信・計測 健康医療・バイオ科学技術

人間・社会への貢献 温暖化を防止し
公害を無くす

エネルギー技術 ナ
ノ
造
形

バイオミメティック
材料・システム

テラビット対応ナノメ
モリー素子・素材

高付加価値
材料

超集積素子・
システム

基
礎

人間・社会への貢献

プ
ロ
グ
ラ
ム

自
己
組
織

実用化プロジェクト
５－１０年後の
実用化

礎･

応
用
の
相

ム
織
化

次世代通信用
ナノデバイス

テラビット級メモリー・
システム

ナノポア・
メゾポア材料

ナノ組織制御
エネルギー

貯蔵・変換材料 ナ
ノ

戦略的
チ ジ型

超分子制御
ナノチューブ
フラーレン

互
啓
発

超高感度
知的センサー技術

ナノコンポジット
構造材料

ナノ制御高機能
表面界面材料

クラスター・
ナノ粒子

単一分子素子と
集積

ナノ構造制御
触媒

ナノマシン・
ドラッグデリバリー

システム

ナノ組織制御・
機能材料

バイオ分子
デバイス

ノ
新
計
測

チャレンジ型
１０-２０年後の実用化
目的志向型プロジェクト

新原理
量子デバイス

次世代
フォトニクス素子

有機・無機融合
ナノ構造体構築

シ
ミ

超集積システム
素子技術

ナノスピン
エレクトロニクス

ナノマテリアル ナノキャラクタリゼーション

学術的分類

ナノファブリケーション
（デバイス）

ナノプロセッシング
（バルク）

ナノ粒子集積 触媒 機能材料フォトニクス素子 ナノ構造体構築
ナ
ノ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

エレクトロニクス

ナノ機能 ナノデバイス ナノシステム ナノ機械

ナノケミストリー ナノバイオロジー ナノ診断・ナノ計測
ナノメカニズム

（自己組織化・修復）

個人の独創性
萌芽的研究

共通基盤研究



文部科学省文部科学省

ナノテク・材料
委 会委員会



“COE”と“ネ トワ ク”施策“COE”と“ネットワーク”施策





北海道大学
【電子科学研究所､ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ研究ｾﾝﾀｰ】

次 代 基礎

ナノテクノロジーの推進体制
文部科学省 学術機関課

物質・材料研究機構

次世代ﾌｫﾄﾆｸｽの基礎､
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ自己組織化､(ﾅﾉ構造制御触媒) 

【量子集積ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ研究ｾﾝﾀｰ】
超集積ｼｽﾃﾑ・素子・素材技術の研究

東北大学
【金属材料研究所､材料科学国際ﾌﾛﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰ】

ﾅﾉ組織制御・機能材料､ﾅﾉｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ構造材料
【未来科学技術共同研究ｾﾝﾀｰ】
ﾄﾞﾗｯｸﾞﾃﾞﾘﾊﾞﾘｰﾅﾉﾏｼﾝ､ﾅﾉ造形
【多 物 学 究 】

物質 材料研究機構
ﾅﾉｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄ構造材料

科学技術振興事業団
ﾅﾉﾎﾟｱ系材料

【多元物質科学研究所】
有機・無機融合ﾅﾉ構造体構築

山梨大学
【ｸﾘｽﾀﾙ科学研究ｾﾝﾀｰ】

ﾅﾉ組織 ﾈﾙｷﾞ 貯蔵 変換材料

理化学研究所
ﾅﾉ新計測､ﾅﾉ制御高機能表面界面材料

ﾅﾉ組織ｴﾈﾙｷﾞｰ貯蔵・変換材料

筑波大学
【物理工学系】
次世代ﾌｫﾄﾆｸｽ

【計算物理学研究ｾﾝﾀ 】 東京大学

京都大学
【低温物質科学研究ｾﾝﾀｰ】
次世代通信用ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ､

【計算物理学研究ｾﾝﾀｰ】
ﾅﾉｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

東京大学
【生産技術研究所】

次世代通信用ﾅﾉﾃﾞﾊﾞｲｽ
【物性研究所】
ﾅﾉｽﾋﾟﾝｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ､

新原理量子ﾃﾞﾊﾞｲｽの探索的研究

東京工業大学
【資源化学研究所､ｽﾏｰﾄﾏﾃﾘｱﾙ部門】

ﾅﾉｿﾌﾄﾏﾃﾘｱﾙ(ﾏｼﾝ)

次世代通信用ﾅﾉﾃ ﾊ ｲｽ､
ﾃﾗﾋﾞｯﾄ級ﾒﾓﾘｰの原理・素材・方式

【化学研究所】
超分子制御

九州大学
【工学部】

岡崎国立共同研究機構

大阪大学
【産業科学研究所､産業科学ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ】
ﾊﾞｲｵ分子素子と集積 超高感度知的ｾﾝｻ技術

名古屋大学
【理学部】

ﾅﾉﾁｭｰﾌﾞ､ﾌﾗｰﾚﾝ

【工学部】
集積有機ﾅﾉ構造体構築

分子科学研究所
【分子ｽｹｰﾙﾅﾉｻｲｴﾝｽｾﾝﾀｰ】

ｸﾗｽﾀｰ・ﾅﾉ粒子

ﾊ ｲｵ分子素子と集積､超高感度知的ｾﾝｻ技術､
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ自己組織化

【超高圧電子顕微鏡ｾﾝﾀｰ】
ﾅﾉ新計測(電顕)､ﾅﾉﾊﾞｲｵﾛｼﾞｰ

広島大学
【放射光科学研究ｾﾝﾀｰ】

ﾅﾉ新計測(放射光)



Nanotechnology Research
Funds in JapanFunds in Japan

Initiative
Public Research Institutes
MEXT(NIMS, RIKEN)

Curiosity Driven

MEXT
20 t  25 Billi  ( , )

10 to 12 Billion yen
Generic Technology

20 to 25 Billion yen
Basic Research

NanotechnologyNanotechnology
Researchers

Network Center

Virtual Lab
of Japan National Intiative 

(Flagship-type)

MEXT(JST)
5 to 10 Billion yen/year

10 to 20 Years for Application

METI(NEDO, AIST)
30 to 35 Billion yen

Top-down Funding  5 to 10 Years 10 to 20 Years for Application Top-down Funding, 5 to 10 Years 
for Application

COE Program



Nanotechnology Support Program by MEXT 

Nanotechnology Researchers “ Network ” of Japan

International

ネットワーク

International

Information Networking 
for Nanotechnology

User Support for Nanotechnology by 
the Common Use of Limited and for Nanotechnology

Home Page

the Common Use of Limited and 
Large-scaled Experimental Facilities

1. High-voltage Electron Microscopes
Data-base Linkage

g
2. NanoFoundries
3. Synchrotron Radiation
4. Mol. Synthesis and Analysis Symposium & Workshop

Japan Nanonet Bulletin



Market Environment DevelopmentMarket Environment Development

Nanotechnology Business
Creation InitiativeCreation Initiative

O t b 15 2003October 15, 2003
Consisting of 300 Member Companies, is Now being 
Established in Japan by METI’s Lead

Its Mission is to Enhance Competence of Japanese Nanotech 
Community in the highly competitive international arenaCommunity in the highly competitive international arena.



第3期基本計画2006年から





ナノテクノロジー・材料分野における
目標とする社会の実現に貢献するテクノロジ－・工学、サイエンス

俯瞰的調査をベースに

目標とする社会
持続的発展可能な社会・個々人が安全安心のもと豊かに生活できる社会持続的発展可能な社会・個々人が安全安心のもと豊かに生活できる社会
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米国 NNUN,NNIN： ユーザーファシリティー
設備共有の考え方をもとに ナノテクの分野的な広がりに対設備共有の考え方をもとに、ナノテクの分野的な広がりに対
応するためＮＮＵＮおよびＮＮＩＮを設立

• 米国の大学では、外部ユーザーにも設備を開放してコストシェアを行う必要が生じたこと、異分野からの
設備利用ニーズが増えたことを背景に 各大学が1990年前半にかけてユーザーファシリティを整備した

• 米国の大学では、外部ユーザーにも設備を開放してコストシェアを行う必要が生じたこと、異分野からの
設備利用ニーズが増えたことを背景に 各大学が1990年前半にかけてユーザーファシリティを整備した設備利用ニーズが増えたことを背景に、各大学が1990年前半にかけてユーザーファシリティを整備した。

• 大学は、設備をシェアすることでコスト負担を下げる以外にも、外部との交流によって、研究レベルを向上
させることを狙った。NSFは装置を持たない研究者も装置を利用できる環境を整備することを狙った。

• ナノテクが分野的な広がりを持ち、１大学では対応できなくなったため、NNUN、NNINへとネットワークが
構築され

設備利用ニーズが増えたことを背景に、各大学が1990年前半にかけてユーザーファシリティを整備した。

• 大学は、設備をシェアすることでコスト負担を下げる以外にも、外部との交流によって、研究レベルを向上
させることを狙った。NSFは装置を持たない研究者も装置を利用できる環境を整備することを狙った。

• ナノテクが分野的な広がりを持ち、１大学では対応できなくなったため、NNUN、NNINへとネットワークが
構築され構築されている。構築されている。

• 集積回路研究の設備コス
ト増大

異分野 微細加 技術

• ナノテクが分野的な広が
りを持ち、１大学では、対
応不可能

• 地質学などさらに異分野
へナノテクが広がる

ナノ ク 社会 影響• 異分野で微細加工技術
の利用ニーズが増加

応不可能
• ネットワークが必要に

• ナノテクの社会への影響
も懸念され始める

1980～ 1990～ 1994～2003 2004～2009
各大学では、
学部もしくは教
授ごとに設備

を所有

各大学では、
学部もしくは教
授ごとに設備

を所有

各大学が
ユーザー

ファシリティ
を整備

各大学が
ユーザー

ファシリティ
を整備

NNUNNNUN NNINNNIN

を所有を所有 を整備を整備

• 他学部や外部にも使わせコストシェア

• 外部交流により新しいアイデア創出。
自大学の研究レベル向上

• ５大学のネットワーク
• 微細化加工技術を重点に置く

• 高価な設備を持たない研究者に

• １3大学に拠点を拡充

• ナノテクの社会ならびに
倫理への関わりを検討自大学の研究レ ル向上

• 学内の教授、学生間の交流促進

• 産業界との交流により技術移転がス
ムーズに

設備を利用できる環境を提供 • 教育機能を強化

c.f.韓国 日本:試作品まで作成可能な施設が望まれる
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日本・アメリカ・欧州におけるナノテク・材料関連予算
（アメリカの２０００年予算0 3b$を１とする）（アメリカの２０００年予算0.3b$を１とする）
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諸外国では ナノテクを国家戦略と位置づけ予算を重点配分

2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008

年

諸外国では、ナノテクを国家戦略と位置づけ予算を重点配分

出典：総合科学技術会議の資料及びNSF：M. Roco氏による試算



（II）「ナノテクノロジー・材料分野」を取り巻く状況の変化
等を踏まえ 問題点 今後の方向性 推進方策等を踏まえ、問題点、今後の方向性、推進方策

1. 分野の設定は必要か？・・・必要

科学技術施策を立てる時のよりどころ 分野の概念なくして方科学技術施策を立てる時のよりどころ。分野の概念なくして方
向性を決めることは科学技術としては脆弱。

c.f. P.W.Andersonの意見c.f. P.W.Andersonの意見

2．第4期で取り組むべき課題：グリーンナノテクノロジーなどナノ
テクノロジーの方向性が明確に見えるようにすることが必要テクノロジ の方向性が明確に見えるようにすることが必要

3．人材育成などで取り組むべき課題： 分野横断的かつ基礎応
用縦断的問題解決ができる人材の育成用縦断的問題解決ができる人材の育成

4．他分野と共通的な切り口： 若手俊秀外国人の呼び込み

5 第2 3期でできていないこと：①グロ バル化 グロ バルな5．第2，3期でできていないこと：①グローバル化、グローバルな

協調と競争 、②ナノテクノロジーが基幹科学技術であるだけで
なく、地球規模の重要課題解決の切り札、最先端科学技術を牽なく、地球規模の重要課題解決の切り札、最先端科学技術を牽
引するキーテクノロジーであるとの認識と取り組み。





グリーンナノテクノロジーグリーンナノテクノロジー

エネルギー 環 境

循環型・持続可能社会を実現する

カーボンフリーエネル
ギーの創出と貯蔵・使用

安心な社会に
貢献

省電力化

創る・畜える・使う
エネルギーナノデバイス

省エネルギー
ITデバイス

低コスト
サスティナブル

医療デバイス 環境浄化超高感度
センサーエネルギーナノデバイス ITデバイス

デバイス
センサー

・ナノ超構造
新概念太陽電池

・ナノ熱電変換デバイス
・ 燃料電池、新型蓄電池

超高集積
ナノ不揮発性メモリ フレキシブル

低クラーク指数
マテリアル・デバイス

・ナノバイオチップ
・ナノホルモンチップ

・環境保全材料
・光触媒
・ナノ分離膜

・CO2ガス検出
ナノセンサー

燃料電池、新型蓄電池

ナノサイエンス基盤技術



たとえば、米国では、（初年度３５M$/件ｘ８＝280M$,
その後２５M$/件） それと別に DO E；Energy Frontierその後２５M$/件）、それと別に、DO E；Energy Frontier 
Research Centers (EFRC) 5年で777M$

Energy Innovation Hub for Extreme Materials

Energy Innovation HUBS
Energy Innovation Hub for Extreme Materials

Energy Innovation Hub for Modeling and Simulation

Solar Electricity Energy Innovation Hub

Energy Innovation Hub for Carbon Capture and Storage

Focus of Grid Materials, Devices and Systems Hub

Energy Innovation Hub Fuels from SunlightEnergy Innovation Hub–Fuels from Sunlight

Energy Innovation Hub–Batteries and Energy Storage

Energy Innovation Hub:Energy Efficient Building 
Systems Design



DOE Advanced Research Projects Agency – Energy (ARPA-E)
長官 St Ch (P f St f d)長官：Steve Chu(Prof., Stanford)

ARPA-E is a new DOE agency that has been recently funded with g y y
$400M through the Recovery Act to fund and foster the development 
of high-risk, high-reward transformational energy technologies.

ARPA-E is kicking off with a $150M open solicitation to fund 
transformational energy R&D projects across the board of energy 
technology.

ARPA-E is a semi-autonomous agency within the DOE and is quiteARPA-E is a semi-autonomous agency within the DOE and is quite 
separate and distinct from the EFRC and Energy Innovation Hubs. Our 
focus is on transformational technologies and getting them to market. 

EFRCやEnergy Innovation Hubなどとは別の枠組み



とりわけ、第4期計画科学技術基本計画では特に
“ナノテクグローバル戦略”が必要ナノテクグロ バル戦略 が必要

ーー2期、3期では中心課題ではなかったーー

１．グローバルスケールでのオープンイノベーション

各国のナノテクの強みを相互利用、弱みを補完（協調、協奏）し、各国 ナ テク 強 を相 利用、弱 を補完（協調、協奏） 、
イノベーションを進める
２．グローバルスケールでの重点化

特に 本が特長を持 分野 基礎から応用 市場形成を 貫特に日本が特長を持つ分野で基礎から応用、市場形成を一貫
して盛り立てていく
３ グローバルスケールでの人材育成 人材誘致３．グロ バルスケ ルでの人材育成、人材誘致

海外の優れた若手ナノテク研究者が日本に集まる施策（国益）

日本でのポジションが、彼らにとって良いキャリアパスになる必、 良
要。日本でパーマネントポジションを得られる機会の増大が必要

など 政策における”すべてを自前主義で“ ”人と技術の保護など、政策における”すべてを自前主義で“、”人と技術の保護
主義”からの脱却（一過性でない施策）が必要
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